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Ⅰ 令和７年度の取組目標に関する自己評価 

 

１ 幼児・児童・生徒の人権を尊重した教育の充実 

呼び捨て等の禁止、さん付けでの呼名の徹底を図ったことで、保護者からの評価も高

かった。いじめ防止対策委員会の開催や企画調整会議における情報交換を通して、いじ

めの早期発見、早期対応の徹底を図った。聴覚障害教育部門においては、スクールカウ

ンセラー、スクールソーシャルワーカーの計画的な活用による児童・生徒のメンタルケ

アを推進した。 

 

２ 幼児・児童・生徒が安全に学校生活を送ることができる環境の確保 

危機管理計画に基づく様々な訓練を実施した。生活指導部を中心に本校の防火機器の

取り扱いや管理も進み、訓練の段階では、適切な避難等ができている。保護者連絡シス

テム(Classi 東京都版)の活用を推進したことで、保護者との円滑な連絡が図れた。医療

的ケア保護者会やスクールバス保護者会、放課後等デイサービス連絡会を開催し、保護

者や関係機関との連携を深めた。 

 

３ 幼児・児童・生徒の一人一人の特性や課題に応じた学習の推進 

  理学療法士、作業療法士、教材アドバイザー等の外部専門家からのアドバイスを活用

し、個に応じた指導の充実を図った。個別指導計画、学校生活支援シート、自立活動指

導計画の書式を学校全体で調整し、内容の充実を図った。 

 

４ 学習指導要領の趣旨に基づく授業改善と幼児・児童・生徒の豊かな学習保障の充実 

令和７年度入学の聴覚障害教育部門高等部普通科の教育課程の改善を図った。一人一

回以上の研究授業や年次研修などの授業研究の実施による授業力の向上、両部門の知的

障害の教育課程の授業を見合うことで両部門が知り合う研究授業を実施した。学校図書

館を活用した読書活動の充実として、図書貸し出しシステムの活用など、読書活動の充

実に向けた具体的な取組を推進した。また、立川市立図書館と連携し、電子図書の貸し

出しができるようになった。 

 

５ 幼児・児童・生徒の自立と社会参加を促進するキャリア教育の推進 

  キャリアパスポートの作成等を通して、小学部から高等部まで連なるキャリア教育を

構築した。 



重点目標と方策(数値目標)の結果 

項目 内容 数値目標 結果 

１ 幼児・児童・生

徒の人権を尊重した

教育の充実 

人権教育に関する研修会の実施 年間３回開催 ３回実施 

学校評価アンケート「学校生活に

満足している」の高評価 

保護者：８０％以上 聴覚：８５％ 

知的：９８％ 

児童生徒：８０％以上 聴覚（小）：７２％ 

聴覚（中）：９７％ 

聴覚（高）：１００％ 

２ 幼児・児童・生

徒が安全に学校生活

を送ることができる

環境の確保 

アレルギー対応研修会 年1回 １回実施 

医療的ケア対応研修会 年2回 ２回実施 

ブコラム対応研修会 年1回 １回実施 

緊急時対応訓練 年1回 １回実施 

心肺蘇生法訓練 年1回 １回実施 

学校評価アンケート「もし火災や

地震が起きた時でも、安全に避難

できる(先生は、安全に避難させ

てくれる」の高評価 

保護者：８０％以上 聴覚：７３％  

知的：９２％ 

３ 幼児・児童・生

徒の一人一人の特性

や課題に応じた学習

の推進 

外部専門家からの授業アドバイス 年間３０回以上 １１７回 

学校評価アンケート「個別指導計

画の適切さ、個別指導計画の適切

な説明」の高評価 

保護者：８０％以上

（個別指導計画の適切

さ） 

聴覚：９１％ 

知的：９９％ 

４ 学習指導要領の

趣旨に基づく授業改

善と幼児・児童・生

徒の豊かな学習保障

の充実 

一人一回以上の研究授業の実施 １００％ １００％ 

学校評価アンケート「分かりやす

い授業」の高評価 

児童・生徒：８０％以

上 

聴覚（小）：７９％ 

聴覚（中）：１００％ 

聴覚（高）：８９％ 

５ 幼児・児童・生

徒の自立と社会参加

を促進するキャリア

教育の推進 

全ての児童・生徒に「キャリアパ

スポート」の作成 

１００％ １００％ 

学校評価アンケート「適切な進路

指導」の高評価 

保護者：７０％以上 聴覚：６４％ 

知的：７２％ 

各種検定合格者数（延べ人数） ９０人以上 １２０人 

〇地域とのつながり

を深め、地域の特別

支援教育のセンター

学校ホームページの更新 ８０回以上 １５１回 

副籍直接交流の実施者数（人） ４０人以上 ４８人 

学校公開の参加者数 １５０人以上 １８３人 



的機能の発揮と強化

（学校ホームページ

の充実） 

〇教職員の働き方改

革の推進と服務事故

の根絶 

一か月の超過勤務が４５時間を超

えた月がある教員の延べ人数 

１８０人以下 １９４人 

管理内における幼児・児童・生徒

の事故件数（件） 

０ ０ 

服務事故 ０ ０ 

 

 

Ⅱ 今後の課題・方向 

 

１ 幼児・児童・生徒の人権を尊重した教育の充実 

  呼び捨て等の禁止、さん付けでの呼名の徹底については、学校における最重点課題で

あり、完全に排除される必要があることから、今後も、徹底を図っていく。また、いじ

め防止、自殺の可能性の早期発見のためにも、スクールカウンセラー、スクールソーシ

ャルワーカーの計画的な活用による児童・生徒のメンタルケアを今後も推進する。 

 

２ 幼児・児童・生徒の自立と社会参加を促進するキャリア教育の推進 

  現在、特別支援学校卒業後の進路は多様になっている。特段、聴覚障害教育部門にお

いては、大学や専門学校への進学を希望する生徒も多くなっている。また、知的障害教

育部門においても、多様な特別支援学校への進学を希望する生徒もいる。保護者も含め

て、学校卒業後の多様な進路先についての情報を広く周知し、幼児・児童・生徒一人一

人が将来への希望をもちながら学習に取り組めるよう進路情報の発信を積極的に行い、

進路指導の充実を図る。 

 

３ 教科学習の充実と学力の向上 

  聴覚障害教育部門における学力の向上は、重要な課題である。日頃の授業改善を図る

とともに、小学部・中学部・高等部の教科の系統を踏まえた連携や指導の充実を図って

いく。また、知的障害教育部門においても、現行の学習指導要領の趣旨を踏まえ、教科

学習に推進を図っていく。 


